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課題分析標準項目 

基本情報に関する項目 

No 標準項目名 基本情報 

1 受付年月 令和 6 年 12 月 28 日 

受付対応者 居宅 介護支援専門員 

受付方法 電話 

氏名・性別・年齢・

住所・電話番号 

Ⅽ氏・女性。70 歳 

大村市    〇〇〇―〇〇〇〇一〇〇〇〇 

家族状況 妻(同居)・⾧男(同市内)・次男(他県)・⾧女(他県、孫 1 人) 

2 これまでの生活

と現在の状況 

大村市で生まれ育つ。高校卒業後、経理の専門学校を卒業し、電気メーカーに就

職。27 歳で結婚し、⾧女と⾧男を設ける。⾧男は先天性の知的障害で小学校の

時に療育手帳取得（Ｂ1 と判定）。その後も⾧男の育児中心の生活であった。⾧

女は結婚してから同市で家庭をもちながら仕事を続けている。15 年前に夫が他

界してからは、⾧男（33 歳）と 2 人暮らし。⾧男は通所施設（生活介護）に通

っている。Ⅽ氏は 1 か月前に腹痛と食欲不振で検査入院し、すい臓がん末期（手

術できず）、余命 3 ヶ月と診断された。 

既往歴:高血圧症 

3 利用者の社会保

障制度の利用情

報 

介護保険:要介叢 2、  医療保険:国民健康保険（2 割)、生活保護:なし、 

身体障害者手帳：なし 年金：夫の遺族年金 月 20 万円 

4 現在利用してい

る支援や社会資

源の状況 

入院中 

5 日常生活自立度

（障害） 

A２ 

6 日常生活自立度

（認知症） 

自立 

7 主訴・意向 本人:可能な限り、自宅で生活したい。自分の調子が悪くなった時、⾧男の生活

が心配。 

⾧男：母との生活を続けたい。 

⾧女：仕事があるが、できるだけ母のことはしたい。弟の今後もことは私も一緒

に考えていきたい。 

8 認定情報 要介護 2(令和 6 年 12 月 1 日～令和 7 年 11 月 30 日) 

9 今回のアセスメ

ントの理由 

初回 居宅サービス計画原案作成のため 
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アセスメントに関する項目 

No 標準項目名 基本情報 

10 健康状態 Ｈ25～高血圧、すい臓がん（余命 3 ヶ月） 

160cm・45kg・BMI：17.58（体重減少あり） 

血圧:120/68mmHg 

11 ADL ・寝返り：自力にて可。 

・起き上がり：ゆっくり手すりを持ちながら自力にて可。 

・移乗：自分で行える。 

・歩行：手すりを持ちながら立ち上がる。体重減少があり、フラフラするときも 

あるが伝い歩きをしながら歩く。 

・排尿・排便：尿便意あり。自分でトイレへ行く。 

・更衣：自分で更衣可能であるが、ボタン等細かいことができない。 

・入浴：シャワー浴で見守り・声掛け。浴室の出入りの際滑らないよう見守り。 

・洗身：力が入らない時もあり、洗身は背中介助。 

・食事：腹痛と食欲不振あり。自分で食べるが食事量が減っている。 

・洗面：自立。 

入院前：すべて自立。 

12 IADL ・調理：体調不良になってからは作れない時が多くなった。 

・服薬：自己管理している。 

・掃除：重いものは持てず。 

・洗濯：干すことができず。 

・整理・物品の管理：体調がいいときは可 

・金銭管理：自己管理するが、引きだしは⾧女に依頼。支払いは引き落とし。 

・買い物：体調がいいときは行っていたが、今後は検討 

体調不良前:すべて自立。 

13 認知機能や判断

能力 

自立 

14 コミュニケーシ

ョンにおける理

解と表出の状況 

意思の伝逹:可 

視力:正常。聴力: 正常。 

15 生活リズム ⾧男の生活リズムを崩さないために、朝昼夕食は毎日ほぼ同じ時間にしている。 

 

16 排泄の状況 失禁の状況:なし、一連の動作自立。 

食事量が少ないこともあり、便秘傾向となっている。 

17 清潔の保持に関

する状況 

1 日越しに入浴。体力的に低下してきている。洗髪は自立。洗身は自分で行う

が、力が入らないときもあり。 

18 口腔内の状況 歯・口腔内の状態:義歯なし。自分で歯磨きを行っている。歯の汚れ、舌苔・口

臭なし、口腔乾燥は軽度あり。腫れ・出血はなし。 

19 食事摂取の状況 食欲不振あり。1 日 2 食程度。高カロリー飲料を 1 日 1 本飲むようにしている。 
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20 社会との関わり 自治会に入会、⾧男のこともあり積極的な活動はできないが、近所との付き合

いはよい。 

⾧男のことで社会福祉協議会へ相談をし、⾧男のサービス利用をしている。 

21 家族等の状況 関係性は良い。 

本人：自分がもしもの時は⾧男のことが心配で安心して療養できずにいる。 

⾧男：通所介護（生活介護）利用しており外出等は可能であるが、自宅では母親

のそばにいる。 

⾧女：近所に住んでいる。日中仕事あり。小学校の子どもがいる。⾧女の夫は、

⾧男のことも理解しており、協力的。 

22 居住環境 1 階建ての持ち家。玄関に段差があり。浴室の出入リロ段差あり。トイレや浴室

には手すりがない。 

23 その他留意すべ

き事項・状況 

特別な状況はなし。 

※住宅の見取り図（必要に応じて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾧崎県介護支援専門員協会（転用禁止） 

 

 


